
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

  学 校 名 関 市 立 富 野 中 学 校 

実 施 期 間 平成２５年１１月２日（土） 

 

実 施 概 要 
 

  
①「文化祭」の公表 

・学年ごとの「演劇の発表」および「全校合唱披露」  

②「富野地区文化祭」での全校合唱披露 

 

 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   レ文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 レ成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  レ地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者         ５３人  
  計      ７０人 

地域関係者          １７人 

 

 

 

 

実 施 状 況 
 

内容：学級の劇発表、全校合唱 

９：００～ 開会式 

９：１０～ １年生 劇「Good bye my・・・」 

１０：００～ ２年生 劇「ミラボロリン」 

１０：５０～ ３年生 劇「棄権」 

１２：００～ 全校合唱 

１２：１０～ 閉会式 

※午後は富野ふれあいセンターで行われている地区の文化祭に参加し、
全校合唱を披露した。 

上記の内容で公開した。校区内の全家庭に案内を配布し、学校評議員、 

保護者、祖父母、小学生等が来校した。 

 

 

 

 

 

成果及び課題 
 

＜１年劇＞                                                      
 ・命の大切さや生き方を改めて考えさせられる劇で、感動しました。   
 ・１年生の子にとっては初めての劇なのに、一人一人がしっかりと自分の
  役割をやり切り、素晴らしい劇でした。                            
 ・毎年、同じストーリーですが、今年は特に感動し、涙が出そうになりま
  した。                               
＜２年劇＞                            
 ・何もしないより今の自分を精いっぱい生きるこということが分かり、い
  い劇でした。                                                  
 ・劇のテーマは考えさせられる内容で、機械が人生を決めるということで
   すが、機械を両親に例えることもできると思いました。         
 ・日々、勉強に追われているツライ気持ちが伝わってくる劇で、すばらし
   い表現にも感動しました。                    
＜３年劇＞                           
 ・自分たちの弱さを克服するという考えさせられる劇でした。     
 ・さすが、３年生でした。みんな力の入った堂々とした演技で、見ごたえ
  がありました。                         
 ・今の自分たちに重ねて考えながら演じていて、とてもよかったと思いま
  す。                                       
＜全校合唱＞                            
 ・今回も鳥肌が立ちました。泣かせる合唱ありがとうございました。  
 ・口を大きく開け、一生懸命に歌う姿に感動しました。 

 



 


